




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































６ お わ り に
本研究では，防災のためだけの防災学習を乗り
越え，小学校４年生の子どもたちに公共政策にか
かわる概念を形成し得る方法論を構築した。そし
て，実際に「津波にそなえる」という単元を開
発・実践し，その有効性を明らかにすることがで
きたと考える。
リスクはゼロにはできない，ある程度リスクが
許容される対策しかできないという議論は，「どう
やっても津波の被害は防げない」という諦めの感
覚を子どもにもたせてしまうという批判もあるだ
ろう。しかし，「津波が起こっても大丈夫なように
役場の人が必ず助けてくれる」という常識的な認
識に留まっていては，子どもは思考停止となり社
会から一歩引いた傍観者となりはしないだろう
か。行政の現状・限界を学ぶことは，防災への無
計画な投資を抑制し，現実のリスクと社会的資源
を冷静に勘案して判断する力（判断を見守る力）
を培うことに寄与すると考えられる19)。その力こ
そが，自ら対策を考えていこうとする社会形成へ
の第一歩となるのではないだろうか。
